
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２月 21 日（火）に、今年度最後の学校運営協議会が開催されました。浜中町の新しい学校づくりに向

けての話し合いや、今年度の活動の振り返り、来年度の方向性などについて協議しました。 

 

１．第３回学校運営協議会 

  ○「浜中町の新しい学校づくりに向けて」の意見収集（教育委員会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○学校評価アンケートの結果について 

 

  ○活動報告・決算報告について 

 

 

 

 

 

 

 

 

【委員の皆さんより】 

・少子化に伴い、学校の統廃合は避けては通れない問題ではあることは理解できるが、地域に学

校があることが大事。 

・学校が無くなると地域のコミュニティが衰退するのは明らか。 

・地域の特性を生かし、貴重な教育活動（海洋教育）を継続させたい。将来、漁業に就く子も多

く、キャリア教育も担っている。 

【委員会より】 

・今後、何年もかけて検討していくものなので、次年度以降も学校運営協議会等で地域の在り方

について話題にしていってほしい。 

今年度は全 3 回の学校運営協議会を開催しました。また、学校行事の参観、中学校音楽の外部講

師招聘（箏）を実施しました。 

活動費は、会議資料やコミスクだより発行に関わる紙代・印刷代、講師謝礼として支出させてい

ただきました。 



  ○地域の子供の様子について交流 

 

 

 

 

○次年度の活動予定について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 毎回の協議の中で、『学校の応援団』としての役割をさらに充実させるために、「地

域の人材活用を活性化させたい」「そのための連絡調整をしやすいように、学校運営

協議会の組織の在り方を検討していきたい」といった意見が飛び交うなど、学校や

地域の未来について真剣に話し合われています。 

 学校と地域が手を取り合い、散布地区の更なる活性化を目指していきたいです

ね！ 

 

 

 

 

「大感謝祭で発表している子供の姿を見たが、大変堂々とした姿を見て感心しました。」というお

話をいただきました。日頃の学習の成果を地域の方に感じていただけたことは大変うれしいことで

す。次年度も地域の皆さんに子供たちの様子を見ていただく機会をつくっていきたいです。 

・活動内容としては、概ね今年度同様でよい。 

・漁協青年部や婦人部との学習をぜひ充実させていきたい。小中学生のうちに漁業に触れるこ

とが、後継者育成の対策にも繋がる。 

・散布保育所より、コロナ禍の中、散歩の機会の減少に伴い、道路を歩きながらの交通ルール

指導の機会も減り、入学後の登下校が心配だと言う話を聞いている。コミスクだより、学校

だより等で小学校１年生の登下校時刻を周知するなどして、見守りの意識を地域に広げてい

きたい。 

 【参考】 

  4/7（金）…入学式 

  4/１０（月）…通常登校開始 

 ○登校時刻⇒８：１０までに登校 

         ○下校時刻⇒4/10（月）～12（水）は１１:３０～ 

               13（木）以降は未定 

 ※3月発行の学校だよりでお知らせします。 

特に４月中は子供た

ちの登下校の様子

を気にしていただけ

ると幸いです。 

１年間のコミスクへのご協力、ありがとうございました。 

来年度もどうぞよろしくお願いします。 


